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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年12月9日(2021.12.9)

【公開番号】特開2019-110114(P2019-110114A)
【公開日】令和1年7月4日(2019.7.4)
【年通号数】公開・登録公報2019-026
【出願番号】特願2018-207496(P2018-207496)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｔ  13/39     (2006.01)
   Ｈ０１Ｔ  13/20     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｔ   13/39     　　　　
   Ｈ０１Ｔ   13/20     　　　Ｂ
   Ｃ２２Ｃ    5/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月26日(2021.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩｒＲｈ合金に、
　Ｔａ及びＮｂの少なくとも一方が合計で０．３～７．５ｗｔ％添加された電極部材（１
５、１６）が、放電部（１３ａ、１４ａ）に設けられており、
　前記電極部材には、Ｎｉ及びＣｏの少なくとも一方が合計で０．３～３ｗｔ％添加され
ている、スパークプラグ用電極（１３、１４）。
【請求項２】
　前記ＩｒＲｈ合金は、５～５０ｗｔ％のＲｈを含む、請求項１に記載のスパークプラグ
用電極。
【請求項３】
　５～３０ｗｔ％のＲｈを含むＩｒＲｈ合金に、
　Ｔａ及びＮｂの少なくとも一方が合計で０．３～６ｗｔ％添加された電極部材（１５、
１６）が、放電部（１３ａ、１４ａ）に設けられており、
　前記電極部材には、Ｎｉ及びＣｏの少なくとも一方が合計で０．３～３ｗｔ％添加され
ている、スパークプラグ用電極（１３、１４）。
【請求項４】
　前記電極部材には、Ｔａ及びＮｂの少なくとも一方が合計で１～５ｗｔ％添加されてい
る、請求項１～３のいずれか１項に記載のスパークプラグ用電極。
【請求項５】
　ＩｒＲｈ合金に、
　Ｔａが０．３～７．５ｗｔ％添加された電極部材（１５、１６）が、放電部（１３ａ、
１４ａ）に設けられており、
　前記電極部材には、Ｎｉ及びＣｏの少なくとも一方が合計で０．３～３ｗｔ％添加され
ている、スパークプラグ用電極（１３、１４）。
【請求項６】
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　前記ＩｒＲｈ合金は、５～５０ｗｔ％のＲｈを含む、請求項５に記載のスパークプラグ
用電極。
【請求項７】
　５～３０ｗｔ％のＲｈを含むＩｒＲｈ合金に、
　Ｔａが０．３～６ｗｔ％添加された電極部材（１５、１６）が、放電部（１３ａ、１４
ａ）に設けられており、
　前記電極部材には、Ｎｉ及びＣｏの少なくとも一方が合計で０．３～３ｗｔ％添加され
ている、スパークプラグ用電極（１３、１４）。
【請求項８】
　前記電極部材には、Ｔａが１～５ｗｔ％添加されている、請求項５～７のいずれか１項
に記載のスパークプラグ用電極。
【請求項９】
　前記電極部材には、Ｎｉ及びＣｏの少なくとも一方が合計で０．５～１．５ｗｔ％添加
されている、請求項１～８のいずれか１項に記載のスパークプラグ用電極。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のスパークプラグ用電極を備えるスパークプラグ（
１０）。
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